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刀
一

せ
ぽ0 む） 淵

＝コ
ー
ル
・
麻
薬
・
あ
へ
ん
・
党

側
て
ん
か
ん
摘
者
及
び
ア
ル

ｒ
Ｕ
照
鴇
岻
さ
、
ご
ハ
ま
＋
９
．

」
す
。
（
規
定
に
よ
る
診
断
餅

運
転
免
許
に
は

健
康
診
断
書
が
必
要

川
月
一
日
か
ら
、
自
励
巾
の

坐
岻
免
祢
拭
験
を
受
け
る
場
合

（
免
排
紙
の
拠
新
の
場
合
も
合

川
紙
は
、
得
交
通
安
粂
協
会

い
剤
の
巾
〃
者
で
な
い
こ
と

脹
帥
の
健
服
診
断
碑
か
必
袈

二
・
Ｑ
ｑ
■
Ｊ
ロ
潅
昨
卜
Ⅱ
’
四
、

発
行
所
北
ｌ
鍼
利
川
役
賜

細
渠
企
画
室

、
盗
難
は
百
の
カ
ギ
よ
り
用
心

、
暴
力
へ
唯
筏
だ
卿
虹
だ
Ⅲ
結

）
は
、
釉
神
燗
、
粘
神
群
弱

◎
罪
誘
う
薄
蒲
の
服
装
役
の
逆

、
急
ぐ
ほ
ど
邸
故
か
あ
な
た
を

幾１
，
歩
く
ま
い
車
の
す
ぐ
ま
え

、
断
切
り
だ
鵬
ら
せ
心
の
幣
紺

交
通
・
防
犯
標
語

＋会
ﾉー 迫

っ
て
く
る

ふ
、
う
－
し
ろ

つ

IMMⅢ
（

’ ？’
一 一

柵 圃珊 ｰ

す

②
人
帆
御
川
は
巡
旺
か
。
ま
た

強
行
す
る
の
か
。

桝
弁
を
求
め
ま
し
た
。

⑭
小
川
川
北
地
改
良
邪
業
は
、

股
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
も

一
般
髄
間
に
は
、
古
崎
正
光
、

伊
藤
浦
慈
、
白
川
吹
侭
、
野
桝

雄
造
、
占
川
竹
夫
、
秋
元
武
治
、

の
六
砿
働
か
虻
ち
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
間
胆
に
つ
い
て
、
町
農
の

十
一
日
、
二
十

二
Ⅱ
砿
案
熟
考
の
た
め
休
会
、

二
十
三
日
一
般
髄
問
、
二
十
四

日
、
二
十
五
日
予
卵
時
別
参
画

会
、
二
十
七
日
雌
行
案
符
淡
、

と
い
う
川
序
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

蕊簿
、 ｡｡¥9．.（

識2回驫僅岬丁議塞一
般
質
問

Ｉ

甲
‐
ｐ
吟
ｒ
▽
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
４
１
ト
ー

人
口
の
噸
加

な
ど
の
胆
川
で

こ
こ
当
分
は
米

の
將
要
は
期
え

る
だ
ろ
う
。
そ

う
い
う
迩
味
で

も
、
や
倒
的
に

み
て
、
宋
北
の

稲
作
と
い
う
こ

と
は
、
今
後
ま

す
ま
す
嘔
喫
と

な
る
。こ

れ
か
ら
の

稲
作
の
Ⅲ
標
は

「
安
全
、
多
収
、

街
刀
戦
培
」
で

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
安
全
で

あ
っ
て
も
収
峨

こ
ん
ど
の
縦

会
は
、
二
十
日

町
踵
の
捉
案
理

山
の
悦
明
、
二

：
本
県
の
冷
害
と
こ
れ
か
ら
の
稲
作

三
月
二
十
日
招
集
さ
れ
た
第
四
十
二
回
定
例
町
議
会
は
、
昭

和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
十
八
議
案
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
二
十
七
日
閉
会
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
な
ど
も
選
任

青
森
県
農
業
試
験
場
長

稲
作
り
で
な
け
れ
ば
な
醗
驚

ら
な
い
ｏ
麓
娯
溌
齢
哩
『
茜

そ
の
た
め
に
は
、
品
》
．
“
・

稲
の
選
定
、
育
繭
、
施
一
“

一

肥
、
水
笹
埋
、
病
押
虫
唖

防
除
な
ど
、
全
般
に
わ
独

た
っ
て
細
心
の
注
意
と
》

新
ら
し
い
技
術
が
要
求
”

さ
れ
る
。

本
貼
の
稲
作
に
と
っ
て
、
冷

害
〃
鬼
服
と
い
う
こ
と
が
雌
も

亜
要
な
間
胆
の
一
つ
で
あ
る
。

冷
琴
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

遅
延
咽
冷
宙
と
障
害
型
冷
稗
か

⑧

が
少
な
か
っ
た
り
、
収
吐
は
多

い
が
、
安
全
で
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
は
い
け
な
い
。
い
か
な

る
天
候
で
も
安
余
で
多
収
、
そ

し
て
人
手
の
多
く
か
か
ら
な
い

職
幽
の
採
川
を
試
験
制
に
す
る
一
蝿
語
抽
嘩
庫
樺
岼
椎
駆
張
盤
術

考
え
は
な
い
か
。

‐
１
１
Ｆ
‐
’
弓
矧
旧
悼
刷
■
■
ｒ
ｌ

が
二
十
二
度
で
あ
れ
ば
鯉
作
、

二
卜
度
で
平
年
作
、
十
八
度
で

冷
押
始
め
、
十
六
度
に
な
れ
ば

皆
無
作
と
な
る
。
し
た
が
っ
て

本
蝶
の
気
象
条
件
か
ら
痔
え
て

あ
る
が
、
遅
延
型
冷
害
と
い
う

の
は
、
成
育
お
く
れ
に
よ
る
冷

害
の
こ
と
で
あ
る
。

薙
熟
気
温
（
出
穂
後
四
十
日

間
の
雌
・
尚
岐
低
虹
温
の
平
均
）

Ⅲ

中 f
匙

．!ご
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に
稔

【予算特別委員 会】

八
月
十
日
川
ま
で
に
七
十
％
’

八
十
％
の
出
穂
か
あ
れ
ば
、
ま

ず
冷
害
の
心
配
は
な
い
。
そ
う

す
る
た
め
に
は
、
ワ
セ
で
多
収

の
品
繩
を
選
び
、
早
ま
き
健
苗

育
成
を
心
か
け
る
必
要
が
あ

る
。

低
温
の
時
は
、
水
管
理
か
一

番
大
切
で
あ
る
。
温
水
深
水
（
十

二
セ
ン
チ
く
ら
い
）
に
し
、
漏

水
を
防
ぐ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

現
在
、
ト
ワ
ダ
、
フ
ジ
ミ
ノ

リ
、
レ
イ
メ
イ
、
シ
モ
キ
ク
、

ふ
系
的
号
な
ど
、
安
粂
多
収
の

舳
繩
と
し
て
す
ぐ
れ
た
も
の
が

た
く
さ
ん
で
て
い
る
の
で
、
四

石
と
る
の
は
そ
う
困
難
で
は
な

い
。
早
ま
き
、
健
繭
、
柄
害
虫
防

除
に
配
慮
す
れ
ば
、
四
石
は
碓

れ
で
も
と
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
に
深
岬
追
肥
と
土
じ
よ
う

改
良
を
加
え
れ
ば
五
石
の
収
雌

は
あ
げ
ら
れ
る
。

◇
退
職
Ｉ
金
木

動
人
州
孝
校
雑
種
罹

異
羽
学
校
長
伊
滕
久

の
内
雑
鐵
哩
諦
郭

員
管
苗

職
木
遜
峨
い

教
金
核
）

▽
・
並
木
小
学
杖

長
（
飯
砧
小
）
藤
川
釉
三
▽
艮

泥
小
学
校
長
（
南
中
）
川
中
久
美

▽
大
沢
内
小
歌
校
長
（
金
叩
）
山

川
勝
兄
▽
金
木
中
学
校
踵
（
長

価
中
）
小
田
川
勝
三
郎
▽
茄
瀬

小
峨
校
及
（
川
川
小
）
仲
正
▽
僻

艮
市
小
学
校
長
（
服
瀬
小
）
今

治
一
▽
飯
砧
小
（
金
木
小
）
佐
友

木
千
枝
▽
Ⅲ
（
川
灯
小
）
渋
谷

こ
れ
に
対
し
て
町
長
か
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

⑪
小
田
川
土
地
改
良
螂
業
は
腿

民
の
幸
柧
と
町
の
発
展
に
つ
な

が
る
と
碓
伯
し
て
い
る
。
問
題

が
山
獄
し
て
い
る
が
、
今
後
も

④
消
防
タ
ン
ク
車
の
朏
入
な
ど

消
防
力
を
強
化
す
る
必
要
か
あ

る
と
思
う
か
、
ど
う
か
。

⑤
断
少
年
の
非
行
防
止
対
箙
に

つ
い
て
Ｏ

⑥
脚
中
学
校
倣
地
売
渡
し
者
に

対
す
る
代
併
地
の
間
魑
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長
答
弁

０
二
言
」
９
二
二
｜
吾
；
二
三
》
０
．
三
一
↑
０
．
一
二
一
・
ｊ
・
一
三
－
０
．
一
一
言
一
‐
・
二
三
一
，
二
一
言
・
＃
・
一
三
一
》
０
・
一
三

ll

l
強
力
に
推
進
し
て
、
ぜ
ひ
完
成

さ
せ
た
い
。

②
職
口
の
人
蛎
衙
理
に
は
十
分

注
意
し
て
い
る
。
新
採
川
は
で

き
る
だ
け
試
験
制
を
と
り
入
れ

た
い
。

④
町
民
体
位
向
上
の
た
め
に
も

グ
ラ
ン
ド
の
整
備
は
進
め
て
行

き
た
い
。

④
消
防
力
強
化
に
つ
い
て
は
同

感
で
あ
る
。
タ
ン
ク
車
の
脳
入

は
検
討
し
て
み
る
。

⑤
耐
少
年
の
非
行
防
止
対
策
に

つ
い
て
は
、
背
少
年
問
題
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
町
ぐ
る
み

で
推
進
し
て
い
る
。

⑥
代
蒋
地
に
つ
い
て
は
、
関
係

者
と
柵
し
合
い
を
進
め
て
い
る

正
子
▽
毘
沙
門
小
（
川
痢
小
）

松
本
忠
弱
▽
間
野
小
（
灘
良
市

小
）
川
形
潔
▽
金
木
小
（
中
里

小
）
菖
西
盟
丸
▽
同
（
五
所
川

腺
小
）
佐
々
木
純
子
▽
同
（
茄

瀬
小
）
長
峰
妙
▽
川
、
小
（
若

宮
中
）
小
寺
春
男
▽
同
（
尾
別

小
）
千
紫
ゆ
き
▽
同
（
金
木
小
）

小
山
内
ト
シ
エ
▽
時
田
小
（
飯

詰
小
）
長
峰
久
雄
▽
茄
瀬
小
（
五

所
川
原
小
）
阿
部
英
悦
▽
同
（
金

木
小
）
伊
滕
さ
ち
▽
坪
艮
市
小

（
薄
巾
小
）
高
谷
哲
男
▽
同
（
蒔

田
小
）
淵
村
令
致
▽
巾
里
小
（
川

愈
小
）
川
海
キ
ョ
ミ
▽
大
沢
内

小
（
川
倉
小
）
今
俊
造
▽
同
（
娠

瀬
小
）
木
下
忠
子
▽
板
柳
巾
（
金

木
巾
）
佐
雌
宵
▽
金
水
中
（
武

田
中
）
沢
川
長
唆
▽
同
（
中
里

巾
）
川
巾
せ
ち
▽
Ⅲ
（
深
浦
叩
）

深
牌
追
肥
で
大
切
な
こ
と

は
元
肥
を
少
な
く
し
、
追
肥

を
多
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

今
ま
で
の
深
脚
追
肥
で
は
、

元
肥
三
分
の
一
、
追
肥
三
分

の
二
の
剖
合
で
あ
っ
た
が
、

追
肥
の
分
地
を
も
う
少
し
多

く
し
た
方
か
よ
い
結
梨
か
で

て
い
る
。

五
石
ま
で
は
、
現
在
の
技

術
で
も
十
分
可
能
性
は
あ
る

が
、
今
後
の
課
題
は
六
石
と

る
〃
法
の
研
究
で
あ
る
。
こ

れ
も
、
健
附
行
成
』
水
管
理
、

防
除
の
徹
底
、
深
岬
追
肥
、
土

じ
よ
う
改
艮
な
ど
の
組
合
わ

せ
を
研
究
し
て
行
け
ば
、
決

し
て
夢
で
は
な
い
と
思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
安

全
、
多
収
、
省
力
」
の
理
想

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
股

家
の
た
ゆ
ま
ぬ
研
究
と
努
力

が
必
要
で
あ
る
。〔

文
戊
角
川
〕

守

か
、
風
趣
に
灘
処
し
た
い
。

予
算
特
別
姿
口
金
は
、
中
谷

正
縦
口
が
委
口
良
と
な
り
、
一

般
会
紺
予
算
、
国
保
特
別
会
仙

予
算
を
瀞
議
し
ま
し
た
。
予
算

特
別
委
口
会
で
は
、
股
業
施
設

災
ｗ
復
旧
酬
業
、
公
閑
雅
伽
珊

業
な
ど
に
論
議
が
錐
ま
り
ま
し

た
。

ま
た
、
こ
ん
ど
の
議
会
で
は

欠
凸
中
の
教
育
委
口
に
は
巾
村

美
糾
列
氏
、
固
定
資
産
評
価
播

在
委
凶
に
は
尚
柵
松
太
郎
氏
、

人
権
よ
う
謹
委
口
に
は
今
源
戚

氏
、
縦
会
選
出
の
股
莱
委
凸
に

は
中
村
本
典
氏
話
そ
れ
ぞ
れ
選

任
し
ま
し
た
。

大
橘
忠
勝
▽
金
木
南
中
（
金
木

中
）
生
玉
賢
秀
▽
同
（
抑
飯
詰

小
）
川
本
一
郎
▽
同
（
五
所
川

原
第
一
中
）
千
蕊
良
一
▽
同
（
中

里
叩
）
古
川
和
枝
▽
同
（
中
里

中
）
飯
塚
乙
文
▽
中
里
叩
（
金

木
南
中
）
清
野
博
文
▽
同
（
金

木
悶
巾
）
小
稚
原
和
子
▽
金
水

中
（
下
北
か
ら
）
藤
川
フ
ミ

▽
嘉
瀬
小
（
松
野
木
小
）
小
川

内
と
く

：
Ｆ
１
■
１
ｊ
〃
１
口
Ⅱ
ｇ
ｒ
Ｂ
１
Ｊ
Ｐ
－
ｈ
ｑ
１
Ｊ
■
Ｉ
Ｑ
ｌ
●
ｆ
ｈ
、
０

優
良
運
転
者

な
ど
を
表
彰

交
通
安
全
協
会

金
木
地
区
父
皿
宏
企
協
会

（
今
与
八
郎
会
長
）
で
は
、
こ

の
ほ
ど
交
通
安
全
に
協
力
し
た

剛
体
、
一
般
個
人
及
び
俊
良
会

口
を
衣
移
し
ま
し
た
。
金
木
町

関
係
の
受
寅
者
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

今
岡
体
Ｉ
弘
南
バ
ス
金
木
案
内

所
、
金
木
自
動
収
学
校
同
窓
会

史
生
部
落
耕
う
ん
機
細
合

今
一
般
個
人
Ｉ
花
剛
柾
我
、
長

曜
些
五
郎
、
木
下
千
代
蹄
、
小

野
柾
太
郎

③
俊
艮
会
員
Ｉ
浜
田
繁
四
郎
、

今
友
蔵
、
泉
谷
和
雄
、
秋
元
繁

雄
、
菊
地
鉄
雄

令
二
十
五
年
無
聯
故
巡
転
祈
Ⅱ

中
谷
定
雄
、
今
俊
一
◇
二
十
年

Ｉ
若
林
弘
令
十
五
年
Ｉ
伊
藤
秀

三
郎
、
小
野
武
雄
、
秋
谷
浩
忠

今
十
年
Ⅱ
尼
野
秀
灘
、
川
村
昭

二
、
加
滕
吠
洋
、
凶
四
文
昭
、

斎
膝
光
昭
、
白
川
勝
術
、
伊
藤

繁
秋
、
浅
野
治
一
、
木
津
稚
雄
、

小
笠
脈
嵯
刈
、
小
野
勝
之
進
、

原
田
良
郎
、
徳
川
国
雄
、
浅
木

哲
郎
、
佐
藤
昭
八
、
艮
内
雌
造
、

徳
田
循
一
、
野
呂
正
、
大
野

剛
、
沢
田
減
、
原
田
衛
三
、
尼

勾
英
文
、
吉
崎
牌
欠
耶
、
野
Ⅳ

●

義
尖
、
巾
谷
秀
太
郎

谷
定
雄
、
外
崎
良
一
、
伽
川
澗

岬
一
砿
Ⅱ
耳
“

‐
．
・
刺
…
・
訓
師

▽
古
処
膨
七
（
本
部
鑑
祇
泓
へ
）

▽
杉
川
耕
一
（
本
部
野
備
裸
へ
）

▽
石
川
耕
一
（
付
森
粁
へ
）
▽
寺

川
忠
夫
（
廿
森
料
へ
）
▽
川
川

期
四
郎
（
本
部
瞥
附
課
へ
）
▽
芦

野
満
古
（
廿
森
料
へ
）
▽
小
野

忠
一
（
弘
舸
料
へ
）
▽
川
内
鋤

太
郎
（
野
辺
地
科
へ
）
▽
根
川

純
二
（
鯵
ヶ
沢
堺
へ
）
▽
小
川

内
七
郎
（
板
柳
堺
へ
）

叩
一
口
の
一
●
■
年
■
寺
■
●
■
●
■
■
岬

皿
転
入
皿

▽
石
岡
魁
作
（
齪
川
料
か
ら
）

▽
消
野
祥
治
（
大
鮴
料
か
ら
）

▽
水
川
忠
Ⅲ
（
野
辺
地
堺
か
ら
）

▽
長
作
川
守
（
五
所
川
腺
粁
か

ら
）
▽
川
山
浦
茂
（
鵬
石
塀
か

ら
）
▽
川
川
弘
（
鯵
ヶ
沢
堺
か

ら
）
▽
佐
友
水
孝
肌
（
〃
森
堺

か
ら
）
▽
桝
越
消
炎
（
む
つ
堺

か
ら
）
▽
石
川
睦
夫
（
弘
前
堺

か
ら
）
▽
三
棚
納
太
郎
（
十
和

田
鰐
か
ら
）

そ
の
他
の
官
公
署
等
の
異
動

■
■
■
■
■
●
■
。
』
？
●
■
■
ロ
つ
■
岬

卯
一
砿
伽
此
叩

叩
８
９
■
，
■
１
３
ｈ
Ｊ
ロ
リ
■

■
・
■
ロ
ロ
』
わ
■
耳
■
■
口
争
一
■
■
■

▽
越
村
炎
弘
（
金
水
惟
林
料
踵

か
ら
秋
川
桝
林
Ｍ
造
林
糾
踵

へ
）
▽
斎
藤
岨
（
金
木
地
区
股

業
改
良
杵
及
所
長
か
ら
五
所
川

脇
川
へ
）
▽
巾
付
昭
二
（
弘
前

三
、
大
禍
浩
、
伊
丸
岡
政
美
、

工
滕
脈
、
原
川
九
一
郎
、
汲
谷

家
畜
保
健
術
碓
所
金
木
川
張
所

艮
か
ら
十
和
川
家
苗
保
他
衛
生

所
岼
辺
地
支
所
屋
へ
）
▽
藤
川

将
（
五
剛
川
脈
土
木
邪
務
所
金

木
出
張
所
長
か
ら
下
北
地
方
撤

港
工
務
課
長
へ
）
▽
窩
丸
武
五

郎
（
津
幡
怖
川
金
脈
金
木
支
店

長
か
ら
木
造
側
へ
）
▽
工
藤
良

雄
（
青
森
地
方
法
務
励
金
木
出

張
所
長
か
ら
同
弘
前
支
吋
へ
）

叫
転
入
岬

及
教
行
係
艮
か
ら
金
木
地
区
股

業
改
良
普
皮
所
艮
へ
）
▽
恢
森

▽
木
村
勝
四
郎
（
県
股
務
諜
将

実
（
十
和
川
家
箭
保
健
術
生
所

業
務
課
陸
か
ら
弘
川
保
他
術
生

所
金
木
出
張
所
長
へ
）
▽
菊
地

米
勝
（
新
産
僻
業
間
主
従
か
ら

営
林
将
陸
か
ら
金
木
洪
林
科

五
所
川
陳
土
木
聯
務
所
金
木
出

張
所
長
へ
）
▽
安
田
長
之
進
（
〃

森
地
方
法
務
局
か
ら
同
金
木
出

張
所
長
へ
）
▽
松
岡
利
夫
（
宮
古

金
木
蕃
察
署
の
異
動

｢~茸

工電

Ｉ
心
岫
Ｊ
ｂ
ｒ
口
紅
Ｊ
Ｊ
℃
Ｆ
も
イ
〃
Ｌ
〃
ｆ
〃
虻
一
夕
、
ｒ
刀
団
々
グ
Ｌ
ｆ
〃
刃

生
ま
れ
た
人

☆
高
橘

☆
秋
元

☆
秋

☆
白
川
勝
博

（
消
勝
長
列
）

斗
外
崎
贋
召（

伽
挺
兜
）

☆
対
馬
聰
災

（
輝
夫
災
女
）

☆
小
野
治
美

（
元
端
二
女
）

☆
米
塚
ゆ
り

（
保
雄
二
女
）

☆
秋
谷
鰹

（
誠
投
出
）

☆
白
川
Ｈ
子

（
稚
雄
踵
女
）

☆
竹
内
拓
人

（
政
Ｌ
ハ
災
列
）

☆
野
窟
英
史

（
和
徳
艮
叫
）

☆
川
巾
光
作

（
光
雄
艮
列
）

☆
沢
川
側
滋

（
昭
一
二
列
）

両
中
谷

郷
大
橘
豪

（
忠
勝

脚
竹
内
祥
災

郷
加
川

純
小
川

（
だ
繁

噸
生（

保

神
子

（
搬
雄

文
職

（
災
犬

博（
進

桐
制
芙

（
押
占

膣
リ）
ｰ

煙
女
）

踵
女
）

l之
ﾘ）
ｰ

睦
兇
）

踵
女
）

三
兜
）

出
生
と
死
亡

（
二
・
三
月
届
出
分
）

231 V

’



!’

I

ｋ

232 P


